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も
く
じ

星兜鉢　復原レプリカ　中世武士足立氏の遺

品である可能性を指摘する見解が出された。

新古の武具　畳胴具足と星兜鉢 … P1

足立区で発掘された噴砂「砂脈」 … P3

足
は
実
用
品
で
、
と
く
に
栗
色
の
二
枚
胴

具
足
は
、
胴
の
部
分
に
傷
が
確
認
で
き
ま

す
。
実
戦
な
の
か
訓
練
な
の
か
判
り
ま
せ

ん
が
、
剣
術
が
実
用
の
技
術
で
あ
っ
た
時

代
を
物
語
り
ま
す
。

　

２　

足
立
氏
ゆ
か
り
の
星
兜
鉢

　
　
　

東
京
国
立
博
物
館
蔵

　
伊
興
の
経
塚
で
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）

年
に
出
土
し
、
か
つ
て
の
郷
土
博
物
館
常

設
展
示
で
も
復
原
レ
プ
リ
カ
を
展
示
し
て

い
た
の
が
「
星
兜
鉢
」
で
す
（
写
真
は
郷

土
博
物
館
蔵
の
復
原
レ
プ
リ
カ
）
。

　
こ
れ
ま
で
、
そ
の
歴
史
的
背
景
は
未
詳

で
し
た
が
、
こ
の
度
、
東
京
国
立
博
物
館

の
研
究
員
、
佐
藤
寛
介
氏
に
よ
っ
て
、
鎌

倉
武
士
の
系
譜
を
引
く
足
立
氏
の
遺
品
で

　

　

  
１　

畳
胴
具
足　

日
比
谷
家
伝
来

　
具
足
の
資
料
名
は
「
鉄
黒
漆
塗
亀
甲

鉄
繋
畳
胴
具
足
」
（
て
つ
く
ろ
う
る
し

ぬ
り
き
っ
こ
う
が
ね
つ
な
ぎ
た
た
み
ど

う
ぐ
そ
く
）
で
す
。
黒
漆
を
施
し
た
黒

い
具
足
で
、
亀
甲
型
の
鉄
を
繋
い
で
お

り
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
た
た
む
こ
と
も
で

き
る
胴
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
評
価
を
い
た
だ
い
た
西
岡
文
夫
氏

（
甲
冑
師
・
日
本
甲
冑
協
会
）
に
よ
る

と
江
戸
時
代
中
後
期
の
上
級
武
士
（
大

名
も
し
く
は
上
級
旗
本
）
が
用
い
た
「
工

芸
品
的
評
価
も
高
い
」
仕
様
で
、
作
者

　

　
最
近
相
次
い
で
足
立
の
武
家
社

会
を
象
徴
す
る
甲
冑
の
研
究
成
果

が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
つ
は
現
在
、
郷
土
博
物
館
「
名

家
の
か
が
や
き
」
展
（
二
月
二
三

日
ま
で
）
で
公
開
中
の
畳
胴
具
足

（
た
た
み
ど
う
ぐ
そ
く
）
、
い
ま
一

つ
は
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
星

兜
鉢
で
す
。

　
畳
胴
具
足
は
幕
末
動
乱
期
を
象

徴
し
、
星
兜
鉢
は
中
世
武
家
社
会

を
物
語
る
貴
重
資
料
で
す
。
今
号

で
は
、
こ
の
二
つ
の
研
究
成
果
を

紹
介
し
ま
す
。

　お
り
、
家
伝
で
多
く
の
武
具
を
備
え
て

い
た
と
い
い
ま
す
。
実
際
に
伊
興
の
実

相
院
に
存
在
す
る
「
浪
人
征
伐
の
碑
」

や
古
文
書
が
語
る
よ
う
に
、
幕
末
期
の

足
立
は
騒
乱
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。
展

覧
会
で
公
開
し
て
い
る
他
の
二
領
の
具

　

　
当
時
、
渕
江
領

（
江
戸
時
代
の
足

立
区
の
大
部
分
）

で
武
術
の
拠
点
は

日
比
谷
家
で
し
た

（
「
武
術
英
名
録
」
）
。

北
辰
一
刀
流
の
剣

術
道
場
を
開
い
て

　 品
を
備
え
た
具
足

と
し
て
見
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

　
幕
末
期
に
武
装

し
た
小
右
衛
門
新

田
の
郷
士
、
日
比

谷
家
の
伝
来
品
で
、

治
安
を
担
っ
た
地

域
武
装
の
代
表
的

資
料
と
し
て
、
同

展
の
図
録
で
も
一

号
資
料
と
し
て
紹

介
し
て
い
ま
す
。

の
明
珍
宗
近
は
、
今
治
藩
主
の
具
足
の
作

例
で
も
知
ら
れ
て
い
る
甲
冑
師
で
し
た
。

漆
の
黒
の
輝
き
、
技
巧
を
尽
く
し
た
亀
甲

型
の
鉄
の
つ
な
ぎ
、
具
足
を
つ
な
ぐ
様
々

な
部
品
一
つ
に
至
る
ま
で
高
度
な
技
術
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
用
品
な
が
ら
気
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足 立 史 談

あ
ろ
う
と
想
定
す
る
論
文
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

３　

在
地
武
家
の
最
後
と
始
ま
り

（
１
）
幕
末
の
身
分
関
係
を
表
す
古
文
書

　

江
戸
時
代
の
末
、
武
家
社
会
の
掉
尾
を

飾
っ
た
の
が
畳
胴
具
足
で
し
た
。
上
級
武

士
が
用
い
る
具
足
が
、
日
比
谷
家
に
伝
来

し
た
の
は
江
戸
末
期
の
社
会
変
動
が
背
景

に
あ
り
ま
し
た
。

　

日
比
谷
家
文
書
の
な
か
に
は
、
幕
府
機

構
、
武
家
と
の
関
係
を
示
す
希
少
な
資
料

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
代
表
的
な
古
文
書

の
一
つ
が
、
講
武
所
世
話
心
得
で
あ
っ
た

　

第 636 号（2）令和 3年 2月

て
は
国
内
最
古
級
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
鎌
倉
時
代
中
〜
後
期
（
13

世
紀

後
半
）
に
改
修
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

所
持
し
て
い
た
武
家
に
代
々
受
け
継
が
れ

た
と
想
定
さ
れ
る
。
日
本
の
武
士
に
と
っ

て
、
甲
冑
は
単
な
る
武
具
で
は
な
く
、
武

家
を
象
徴
す
る
存
在
で
あ
り
、
と
く
に
兜

は
も
っ
と
も
重
視
さ
れ
た
部
位
で
あ
っ
た
。

伊
興
経
塚
で
は
、
武
家
を
象
徴
す
る
兜
が

埋
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
造
営
主
は

武
家
で
あ
り
、
そ
の
重
要
人
物
を
供
養
す

る
意
味
が
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
伊
興

経
塚
の
造
営
年
代
は
、
各
出
土
品
の
製
作

年
代
か
ら
、
鎌
倉
時
代
末
期
（
13

世
紀
末

〜
14

世
紀
初
頭
）
の
可
能
性
が
高
い
。
平

安
時
代
末
期
〜
鎌
倉
時
代
（
12
〜
13
世
紀
）

に
か
け
て
、
伊
興
経
塚
の
所
在
地
一
帯
を

支
配
し
て
い
た
武
家
が
足
立
氏
で
あ
る
。

足
立
氏
は
霜
月
騒
動
（
１
２
８
５
年
）
で

当
主
を
失
っ
て
お
り
、
筆
者
は
伊
興
経
塚

の
造
営
主
及
び
兜
鉢
の
所
持
者
と
し
て
足

立
氏
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

西
岡
文
夫
氏
と
佐
藤
寛
介
氏
の
ご
協
力

に
よ
り
、
足
立
の
武
家
社
会
の
は
じ
ま
り

と
お
わ
り
を
象
徴
す
る
武
具
に
つ
い
て
深

く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
記
し
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
佐
藤
研
究
員
か
ら
伊
興
経
塚
の
こ

と
に
つ
い
て
の
情
報
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
教
示

さ
れ
た
い
と
の
こ
と
で
す
。
何
か
情
報
が
あ

り
ま
し
た
ら
当
館
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

（
当
館
学
芸
員　

文
化
遺
産
調
査
担
当
係
）

　

（
２
）
平
安
時
代
後
期
の
兜

　

平
安
時
代
後
期
は
武
士
が
登
場
し
た
時

代
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
検
証
を
進

め
ら
れ
た
佐
藤
研
究
員
に
よ
り
伊
興
経
塚

か
ら
出
土
し
た
兜
は
、
十
一
世
紀
前
半
の

希
少
品
と
位
置
付
け
ら
れ
、
さ
ら
に
所
持

者
と
し
て
鎌
倉
武
士
の
足
立
氏
の
可
能
性

を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
研
究
成
果
は
東
京

国
立
博
物
館
の
研
究
誌
『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』

№
六
八
九
（
同
館
発
行
、
令
和
二
年
十
二

月
）
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
佐

藤
研
究
員
の
ご
厚
意
で
論
文
の
要
旨
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

佐
藤
寛
介

　
「
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵

 

十
二
間
星
兜

　
鉢
の
歴
史
的
意
義

―

東
京
都
足
立
区
伊

　
興
経
塚
出
土
品
の
再
評
価

―

」

　

本
稿
は
、
東
京
国
立
博
物
館
が
所
蔵
す

る
東
京
都
足
立
区
伊
興
経
塚
出
土
品
に
つ

い
て
、
調
査
内
容
を
報
告
す
る
と
と
も
に

そ
の
歴
史
的
意
義
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

出
土
品
の
内
容
は
、
甲
冑
の
兜
１
点
・
小

札
４
点
、
経
典
を
納
め
る
鉄
製
経
筒
５
点
、

密
教
法
具
の
五
鈷
鈴
１
点
・
鋺
６
点
・
台

皿
３
点
、
太
刀
金
具
１
点
、
銭
貨
18

点
、

木
製
漆
塗
瓶
子
２
点
で
あ
る
。
こ
の
中
で

も
っ
と
も
注
目
さ
れ
る
の
が
兜
で
、
経
塚

か
ら
の
出
土
例
と
し
て
は
国
内
唯
一
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
全
体
の
形
状
及
び
細
部
の

特
徴
か
ら
、
製
作
時
期
は
平
安
時
代
後
期

（
11

世
紀
前
半
）
で
、
現
存
す
る
兜
と
し

　

次
郎
は
小
右
衛
門
新
田
の
百
姓
と
い
う
位

置
で
は
な
く
別
身
分
（
武
士
）
に
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
他
の
古
文
書
な

ど
か
ら
も
在
村
の
武
士
と
捉
え
る
の
が
妥

当
で
、
今
回
の
展
覧
会
で
は
そ
れ
を
「
郷

士
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
一
七
世
紀
末
ご
ろ
（
元
禄
期
）

ま
で
足
立
の
新
田
開
発
人
の
多
く
は
「
土

豪
」
と
よ
ば
れ
新
田
村
の
中
心
で
あ
る
と

と
も
に
関
東
郡
代
伊
奈
氏
の
家
臣
で
あ
る

と
い
う
二
重
性
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
文
政
期
以
降
の
社
会
動
乱
を
経
て
、

最
後
の
武
士
的
存
在
と
し
て
日
比
谷
健
次

郎
が
お
り
、
そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
畳
胴

具
足
を
は
じ
め
と
す
る
武
具
類
で
し
た
。

　

小
普
請
組
支
配
の
落
合
新
三
郎
が
日

比
谷
健
次
郎
に
出
し
た
身
元
保
証
書

で
す
（
上
掲
写
真
）
。
落
合
が
世
話
を

し
て
い
た
斉
藤
龍
太
郎
と
い
う
人
物

と
そ
の
妻
の
た
み
が
健
次
郎
方
に
住

む
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
際
し
、
安

政
三
（
一
八
五
六
）
年
に
出
し
て
い

ま
す
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
差
出
人
の
落
合

と
健
次
郎
の
書
き
位
置
で
、
落
合
は

健
次
郎
の
名
の
位
置
を
自
分
よ
り
上

に
書
い
て
い
ま
す
。
身
元
保
証
と
い

う
内
容
で
あ
っ
て
も
、
書
式
は
同
身

分
も
し
く
は
格
上
と
し
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
す
。
落
合
自
身
は
小
普

請
組
に
属
し
て
い
ま
す
の
で
一
般
的

に
は
旗
本
と
想
定
で
き
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
す
で
に
日
比
谷
健
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◆
埋
蔵
文
化
財
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

□
伊
興
遺
跡
で
平
成
二
一
年
九
月
に
噴
砂

跡
で
あ
る
「
砂
脈
」
が
発
掘
調
査
に
よ
り

発
見
さ
れ
た
。
一
方
、
舎
人
遺
跡
で
は
平

成
一
六
年
一
〇
月
に
発
掘
調
査
に
お
い
て

足
立
区
最
初
の
噴
砂
（
ふ
ん
さ
）
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
遺
跡
で
見
つ

　

か
っ
た
噴
砂
＝
砂
脈
（
さ
み
ゃ
く
）
の
出

来
た
年
代
と
そ
れ
を
引
き
起
こ
し
た
地
震

は
い
つ
の
時
代
な
の
か
を
考
え
た
い
。

　

「
砂
脈
」
と
は
、
液
状
化
現
象
に
伴
う

噴
砂
の
通
り
道
で
砂
や
礫
の
詰
ま
っ
た
細

長
い
割
れ
目
の
形
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

現
象
は
気
象
庁
の
震
度
階
級
の
Ⅵ
（
烈

震
）・
Ⅶ
（
激
震
）
で
発
生
す
る
。
特
に
液

状
化
し
や
す
い
地
盤
条
件
で
は
Ⅴ
（
強
震
）

で
も
発
生
す
る
。

◆
伊
興
遺
跡
で
発
掘
さ
れ
た
砂
脈

　

伊
興
遺
跡
Ｊ
地
区
の
【
Ａ
図
】
を
見
る

と
﹇
№
２
試
拡
１
号
溝
﹈
と
噴
砂
（
砂
脈
）

は
交
差
し
て
い
る
。

　

裂
い
て
い
た
と
し
、
地
震
は
古
墳
時
代
の

末
期
以
降
か
ら
江
戸
時
代
は
じ
め
頃
の
間

に
起
こ
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
私
は

以
前
よ
り
、
舎
人
遺
跡
の
噴
砂
（
砂
脈
）

に
つ
い
て
五
世
紀
前
半
頃
の
可
能
性
を
指

摘
し
、
今
回
改
め
て
検
討
し
て
み
た
。

　

『
舎
人
遺
跡
Ⅳ
』（
第
５
章
４
節
）
で
紹

介
し
て
い
る
７
世
紀
後
半
の
Ｍ
３
Ｇ―

１

号
住
居
址
・
Ｍ
３
Ｇ―

３
号
土
坑
（
カ
マ

ド
）
が
【
Ｃ
図
】
に
見
る
よ
う
に
砂
脈
と

交
差
し
て
い
る
が
、Ｍ
３
Ｇ―

１
号
住
居

址
・
Ｍ
３
Ｇ―

３
号
土
坑
（
カ
マ
ド
）
の

断
面
図
【
Ｄ
図
】ａ―

á
、ｂ―

　
が
示
す

よ
う
に
砂
脈
に
よ
る
影
響
を
一
切
受
け
て

お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
砂
脈
・
噴
砂
を
引

き
起
し
た
地
震
よ
り
後
に
構
築
さ
れ
た
遺

構
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

ま
た
四
世
紀
初
頭
の
Ｊ
５
Ｇ―

４
号
方

　

そ
の
断
面
【
Ｂ
図
】
か
ら
﹇
№
２
試
拡
１

号
溝
﹈
は
噴
砂
（
砂
脈
）
を
壊
し
て
作
ら

れ
て
い
る
事
が
分
か
る
。
そ
し
て
砂
脈
は

伊
興
遺
跡
の
地
山
（
黄
褐
色
シ
ル
ト
層
）

を
引
き
裂
い
て
噴
出
し
て
い
る
。
砂
脈
は

調
査
区
域
内
で
長
さ
一
一
メ
ー
ト
ル
・
最

大
幅
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
規
模
で

あ
っ
た
。

　

﹇
№
２
試
拡
１
号
溝
﹈
は
、
器
台
・
Ｓ
字

甕
・
複
合
口
縁
壺
・
有
段
口
縁
杯
な
ど
の

出
土
品
か
ら
、
四
世
紀
の
溝
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
伊
興

遺
跡
Ｊ
地
区
で
砂
脈
を
引
き
起
し
た
地
震

は
、
四
世
紀
後
半
以
前
の
時
代
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

◆
舎
人
遺
跡
で
発
掘
さ
れ
た
砂
脈

　

『
舎
人
遺
跡
Ⅳ
』（
第
５
章
４
節
）
で
は

噴
砂
が
古
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
遺
構
を
切
り

　

【Ａ図】噴砂跡（砂脈）を壊し（分

断）てつくられている第１溝（［№

２試拡１号溝］＊破線の間）

砂脈は溝の下に続いている。

【B 図番号】

１ 明褐色土【耕作土】

２ 黒褐色土・焼土・炭化物

　 黄褐色シルト含む

３ 黄褐色シルト・シルトブ

　ロック混入黒褐色土

４ 黒褐色土

５ 黄褐色シルトブロック混

　 入・黒褐色土

６ 灰褐色砂泥【噴砂】

７ 黄褐色シルト【地山】

【Ｂ図】　元来の地層である地山

「７」を割ってできた砂脈「６」

のわかる場所の断面。

「５・４・３・２」は、溝を掘っ

た後に体積した地層。

溝を掘ったとき、砂脈層も若干斜

めに削られている。

【Ｃ図】　Ｍ３Ｇ‐１住居址と砂脈位置の平面図と

断面図制作位置（ａ－ａ′、ｂ－ｂ′で示している）

【Ｄ図】　M３G‐1 号住居址の柱穴と床面・土抗、

M３G‐３土杭（カマド）の断面図。

足
立
区
で
発
掘
さ
れ
た
噴
砂

「
砂
脈
」

　
　
　
　
　  
田
中 
千
代
吉

A図

B図

C図

D図

′ｂ
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形
周
溝
墓
も
【
Ｅ
図
】
に
あ
る
よ
う
に
前

述
の
砂
脈
の
延
長
線
上
で
交
差
し
て
い
る

が
、ａ―

á
の
断
面
図
【
Ｆ
図
】
を
確
認

し
て
も
Ｊ
５
Ｇ―

４
号
方
形
周
溝
墓
の
堆

積
物
に
砂
脈
の
影
響
を
受
け
た
痕
跡
す
ら

な
い
。
以
上
の
事
か
ら
舎
人
遺
跡
の
噴
砂
・

砂
脈
を
引
き
起
こ
し
た
地
震
は
四
世
紀
初

頭
以
前
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

伊
興
遺
跡
・
舎
人
遺
跡
の
こ
れ
ら
の
砂

脈
を
引
き
起
こ
し
た
地
震
が
同
じ
地
震
と

考
え
る
な
ら
ば
、
現
代
か
ら
一
七
〇
〇
年

以
前
の
古
い
時
代
の
地
震
跡
で
あ
る
こ
と

が
判
明
す
る
。

◆
舎
人
・
伊
興
の
陸
地
化

　

噴
砂
が
起
こ
る
前
提
と
し
て
舎
人
遺

跡
・
伊
興
遺
跡
の
場
所
が
陸
地
化
（
微
高

地
化
）
さ
れ
て
以
降
の
大
地
震
で
あ
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
で
は
陸
地
化
し
た
の

は
い
つ
頃
な
の
か
。
地
質
学
の
久
保
純
子

氏
に
よ
れ
ば
六
〇
〇
〇
年
前
頃
の
海
面
は

現
在
の
海
面
よ
り
二
〜
三
メ
ー
ト
ル
高
く
、

　

荒
川
低
地
で
は
川
越
付
近
ま
で
、
中
川
低

地
で
は
栗
橋
付
近
ま
で
河
谷
に
沿
っ
て
海

水
が
侵
入
し
、
奥
東
京
湾
は
最
も
拡
大
し

た
。
そ
し
て
、
五
三
〇
〇
年
前
に
起
き
た

海
面
の
低
下
（
マ
イ
ナ
ス
一
メ
ー
ト
ル
）

に
よ
り
三
角
州
の
急
速
な
前
進
が
は
じ
ま

り
約
三
五
〇
〇
年
前
の
海
岸
線
は
草
加
〜

三
郷
付
近
に
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

一
九
六
九
年
の
永
峯
光
一
氏
に
よ
る
伊

興
遺
跡
谷
下
地
区
の
発
掘
調
査
で
穴
状
の

遺
構
の
中
か
ら
土
師
器
と
共
伴
し
て
縄
文

時
代
後
期
の
加
曽
利
Ｂ
式
土
器
が
出
土
し

て
い
る
。
私
も
こ
の
地
点
か
ら
北
へ
十
数

メ
ー
ト
ル
の
畑
で
縄
文
後
期
初
頭
、
約
四

〇
〇
〇
年
前
の
土
器
と
い
わ
れ
る
堀
之
内

Ⅱ
型
安
行
式
の
縄
文
土
器
・
石
鏃
を
表
面

採
集
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
保
木
間
五

丁
目
の
花
畑
遺
跡
で
縄
文
時
代
後
晩
期
の

分
銅
型
石
斧
を
表
採
し
て
い
る
。
一
九
九

一
年
の
下
水
道
関
連
の
発
掘
調
査
に
お
い

て
伊
興
聖
堂
耕
地
の
南
東
端
の
低
位
面
で
、

　

　
【
参
考
文
献
】

『
地
震
考
古
学―

遺
跡
が
語
る
地
震
の
歴

史
』
一
九
九
二　

寒
川　

旭

『
伊
興
遺
跡
』
一
九
九
七　

足
立
区
伊
興

遺
跡
調
査
会

『
舎
人
遺
跡‐

Ⅳ‐

』
二
〇
〇
九　

足
立
区

教
育
委
員
会
・
足
立
区
遺
跡
調
査
会
、

『
東
伊
興
四
丁
目
常
福
寺
境
内
貯
溜
槽
建

設
に
伴
う
発
掘
調
査
完
了
報
告
書
』
二
〇

〇
九

足
立
区
教
育
委
員
会
、『
都
内
緊
急
立
合

調
査
集
録
』Ⅳ
一
九
九
一　

東
京
都
教
育

委
員
会
、

『
東
京
低
地
の
形
成
を
考
え
る
』

二
〇
〇
二　

葛
飾
区
郷
土
と
天
文
の
博
物
館

『
科
学
の
扉
・
関
東
で
起
き
る
地
震
』
二

〇
一
四
年
七
月
二
一
日
版　

朝
日
新
聞

　
【
掲
載
図
版
】

各
調
査
報
告
書
等
の
図
版
を
加
工
加
筆
し

て
掲
載
し
た
。

Ａ
図　

（
図
３
）

『
東
伊
興
四
丁
目
常
福
寺
境
内
貯
溜
槽
建

設
に
伴
う
発
掘
調
査
完
了
報
告
書
』
二
〇

〇
九　

足
立
区
教
育
委
員
会
、

Ｂ
図

　

発
掘
本
調
査
に
伴
い
撮
影
し
た
写
真

（
伊
興
遺
跡
調
査
会
）
に
加
筆

Ｃ
図　

頁
４
６
図
３
０
・
頁
１
２
１
図
８
０

Ｄ
図　

頁
１
２
１
・
図
８
０

Ｅ
図　

頁
４
７
図
３
１
・
頁
７
０
図
４
０

Ｆ
図　

頁
７
１
図
４
１

『
舎
人
遺
跡‐

Ⅳ‐

』
二
〇
〇
九　

伊
興
遺

跡
調
査
会

【Ｅ図】方形周溝墓と砂脈位置の平面

図と断面図制作位置

【Ｆ図】J15G-4 号方形周溝墓と砂脈位

置の断面

年
前
・
七
二
〇
〇
年
前
の
四
回
の

地
震
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
六
メ
ー
ト

ル
の
隆
起
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
大
地
震
の
痕
跡
と
、
伊
興
・

舎
人
地
域
の
陸
地
化
の
時
期
と
を

考
え
あ
わ
せ
る
と
、
伊
興
遺
跡
・

舎
人
遺
跡
の
噴
砂
・
砂
脈
を
引
き

起
こ
し
た
地
震
は
推
定
で
は
あ
る

が
縄
文
時
代
後
期
の
三
〇
〇
〇
年

前
に
起
き
た
地
震
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
　
　
　
（
渕
江
の
歴
史
研
究
会
）

　

や
は
り
堀
之
内
Ⅱ
式
の
深
鉢
型
土
器
が
出

土
。
谷
下
地
区
で
は
安
行
式
土
器
二
三
点
・

耳
栓
二
点
・
石
器
二
点
が
出
土
し
て
い
る
。

舎
人
遺
跡
で
は
黒
曜
石
片
が
一
点
出
土
し

て
い
る
。

　

以
上
の
事
か
ら
舎
人
遺
跡
・
伊
興
遺
跡
・

花
畑
遺
跡
が
あ
る
毛
長
川
右
岸
の
自
然
堤

防
上
の
微
高
地
は
、
少
な
く
と
も
四
〇
〇

〇
年
前
に
は
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な

り
、
採
集
な
ど
の
た
め
に
縄
文
人
が
逗
留

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
痕
跡
が
あ
る
。

し
か
し
こ
の
時
代
の
遺
構
は
い
ず
れ
の
遺

跡
で
も
検
出
さ
れ
て
お
ら
ず
砂
脈
と
の
新

旧
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

◆
地
震
の
年
代
を
考
え
る

　

産
業
技
術
総
合
研
究
所
の
穴
倉
正
展
グ

ル
ー
プ
長
等
の
地
質
調
査
に
よ
る
と
千
葉

県
館
山
市
西
川
名
の
海
岸
段
丘
か
ら
見
て
、

一
九
二
三
年
の
関
東
大
震
災
で
二
メ
ー
ト

ル
の
隆
起
、
記
録
に
あ
る
一
七
〇
三
年
の

元
禄
地
震
、
三
〇
〇
〇
年
前
・
五
〇
〇
〇

　

E図

F図
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